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Ⅱ 2-27

Ⅱ 第５章
樋門

第３節
構造

5-15 ３．遮水工 (4) 矢板型数
　遮水矢板の型数は一般にⅡW型とするが、土質等により打ち込みが困難な場合には、必
要に応じてⅢW型以上を使用するものとする。弾力的運用

(4) 矢板型数
　遮水矢板の型数は、普通矢板、広幅矢板等に加えて、ハット形も含めて経済比較を行う
などして、適切な型数を選定するものとする。弾力的運用
　なお、遮水矢板を滑動に対する抵抗として考慮する場合は、Ⅲ型以上を用いるものとす
る。

ハット形を含めた経済比較を行うよう記載を変更します。
また、遮水矢板を滑動に対する抵抗として考慮する場合の記載を追記します。

Ⅱ 第６章
水門

第３節
構造及び設
計

6-9 ４．遮水工 (3) 矢板型数
　遮水矢板の型数は一般にⅡW型とするが、土質等により打ち込みが困難な場合には、必
要に応じてⅢW型以上を使用するものとする。弾力的運用

(3) 矢板型数
　遮水矢板の型数は、普通矢板、広幅矢板等に加えて、ハット形も含めて経済比較を行う
などして、適切な型数を選定するものとする。弾力的運用

ハット形を含めた経済比較を行うよう記載を変更します。

改訂案 理由 備考編 章 節 ページ 項目 現行

第２章
護岸

第５節
護岸付属構
造物

２. 構造 参考図（横断図）が分かりにくい表現となっていたため変更


